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ドライバーの声声 利 用 者 の声声

表紙関連トピック

利用される皆さん
良い方で、感謝して
いただきやりがいが
あります。

急に耳や目が不自由
になられたり、認知症
の方が増え、今まで
以上に福祉課との連
携が必要となってき
たと感じます。

私は定期券を購入し、
自宅から職場まで、また
体の実情に合わせて日
常の利用をさせていた
だいています。智頭で
暮らし始めてから１年と
少し経ちましたが、利
用してみて便利の良さ
が少しずつ分かりだし
た今日この頃です。

「「のりりんのりりん」」 利用していますか？利用していますか？

　令和元年度に策定した「智頭町地域公共交通計画」の基本理念である「すべての人に寄り添える
持続可能な交通体系の構築」の実現を目指す事業として、地域住民参加型の「共助交通」を令和５
年度に導入してから 3年半、令和６年には「交通関係優良団体大臣表彰」を受賞し、メディアでも
取り上げられるようになってきた智頭町AI 乗合タクシー 「のりりん」。
　改めて、利用されている方、業務に携わっている方の声を聞いてみました。

その他の利用者さんの声

・口の利き方が怖いドライバーさんがいる。
・�病院の予約日で、天候が悪い時、身体
がしんどい時は家まで来てほしい。
・家まで送り迎えしてほしい。

その他のドライバーさんからの声

・わがままな人が増えた。
・足腰の悪い人が増えて怪我が心配。

声高 和明 声高 和明 さんさん

勢登 郁代 勢登 郁代 さんさん

神免 美由紀 神免 美由紀 さんさん

■ 収入の部 52,206,190円

◦県支出金 23,598,000円
◦特別交付税（見込） 28,608,190円

■ 支出の部 62,457,166円

◦委託料 31,142,083円 
◦システム使用料 15,297,480円
◦コールセンタースタッフ人件費 10,867,316円
◦その他経費 5,150,287円

智頭町 共助交通運行事業
令和７年度 運行収支

輸送人数運行件数

「のりりん」運行件数・輸送人数
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コールセンターの様子様子
　実際、どのようにして予約を受けているのか見学さ
せてもらいました！！（ 5 時 30分～ 6時 30分）

　受付時間開始の 5 時 30 分になった瞬間、電話が
鳴り始め、6 時 15分には 8時台の予約がいっぱい
になりました。
　ただ予約をとるだけでなく、配車状況を確認しなが
ら、土地勘や距離の感覚がないと予約が難しい場面も
あり、慣れるまで１カ月程かかるとのことでした。

　　早朝よりご苦労さまです！

❶．�JRなど、公共交通機関を利用される方は、到着に余裕
をもった予約をお願いします。

❷．�あらかじめ設定されたポイント（約 270カ所）での乗り降
りとなることにご理解をお願いします。

❸．�乗り合いや道路事情により、公共交通機関と同様に遅れ
が生じることがあります。

❹．�予約時間５分後までに乗車されない場合は、キャンセル
扱いとなります。

❺．�運行時間帯の6時～ 19時は、ドライバーが自宅を出発
してから帰宅するまでの時間です。乗降ポイントとドラ
イバーの自宅との距離にもよりますが、6時15分以前と
１８時３０分以降の予約には対応できない場合があります。 左　安住 真央 左　安住 真央 さんさん

右　林 　奈那 右　林 　奈那 さんさん

コールセンターのスタッフ

コールセンターからのお願い 私たち
からの

　　　
お願い

です！

　運行を開始してから３年が過ぎ、利用者も
増え慣れ親しんできた一方で、初期の緊張感
が薄れ、基本的なマナーやルールの形骸化が
見受けられます。今後も私たちの生活に欠か
せない共助交通を守っていくためには、ドラ
イバー、コールセンター、利用者の協力がよ
り必要となってきます。持続可能な事業にな
るよう、みんなで「のりりん」を守っていき
ましょう。
　課題として、今後も高齢化にともない配慮
が必要な方が増えてきます。福祉課とシルバー

人材センターとの連携も考えていかなければ
ならないと感じています。

　　「のりりん」の今後は？
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５，523 万円 （総額）

「ふるさと納税」
令和７年度 3,112 件、6,029 万円の寄付を
いただいた。（前年比 296.2％）

ふるさと基金費
５，６９４ 万円 （総額）

執行部

・年間７４万円。
・�健康増進事業や
イベントに活用
したい。

議 員

・�コネクテッドカー
の維持費は？
・今後の活用は？

まちづくり事務費

令
和
７
年
度
決
算

令
和
７
年
度
決
算  

をを  

認
定
認
定

　
第
３
回
定
例
会
が
９
月
８
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
監

査
委
員
の
審
査
意
見
書
を
参
考
に
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
上
程

さ
れ
た
12
議
案
全
て
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
令
和
８
年
度
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
10
議
案
、

報
告
案
件
２
件
、
発
議
２
件
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

9月定例会

一 

般 

会 

計
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計
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８
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７
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７
９
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出
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計

・・・・・・・ 

６
８
億
２
，９
８
７
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円

付 

帯 

意 
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厳
し
い
財
政
環
境
が
続
く
中
で
事
業
実
施
を
行
っ
て
い
る
が
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図
ら
れ
つ
つ
、
事
業
の
検
証
を
踏
ま
え

て
精
査
し
、
引
き
続
き
人
口
減
少
対
策
に
よ
り
重
点
を
置
い
た
効
果
的

な
事
業
実
施
を
図
ら
れ
た
い
。

　

な
お
、
公
営
企
業
事
業
会
計
で
あ
る
智
頭
病
院
事
業
会
計
に
お
い
て

も
、 

地
域
医
療
の
維
持
と
持
続
可
能
な
病
院
経
営
に
引
き
続
き
取
り
組

ま
れ
た
い
。 ま

ち
の
お
金
ど
う
使
わ
れ
た
？

《 実施した主な事業 》



5　　第 176号 智頭議会だより

6，581 万円 （総額）462 万円 （総額）

経常収支 ２ 億１，３９２ 万円

在宅福祉対策事業費

智頭病院事業会計

条
例
の
一
部
改
正

●�

智
頭
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
対
応
利
子 

補
給
補
助
金
基
金
条
例
の
廃
止

　

�（
事
業
の
廃
止
に
伴
う
も
の
）

人
事
案
件

●�

智
頭
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

�　

�

大お
お

坪つ
ぼ

正ま
さ

人と

氏
の
後
任
に
江え

口ぐ
ち

礼れ
い

子こ

氏
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
。

●�

智
頭
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

�

米よ
ね

井い

照て
る

世よ

氏
の
後
任
に
奥お

く

村む
ら

美み

佳か

氏
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
た
。

報
告
案
件

●�

一
般
財
団
法
人　
因
幡
街
道
ふ
る
さ
と
振
興
財
団
と

株
式
会
社
サ
ン
グ
リ
ー
ン
智
頭
の
経
営
状
況
を
説
明

す
る
書
類
の
提
出

発
　
　
議

●�

少
人
数
学
級
・
教
職
員
定
数
の
改
善
に
係
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

執行部執行部

執行部

飲食２件、獣害
関係１件である。

作成していないところ
には呼びかけを行い、
ほのぼのフェスタで
啓発していく。

次の経営強化プランに
向けて準備している。
大きな赤字をいつまで
もというわけにはいか
ない。対策を講じるべ
き時期に来ている。

議 員議 員

議 員

花の舎

智頭病院

新規開業支援はど
のような業種か？

「支え愛マップづくり」
の新規取組集落がない
が、働きかけは？

厳しい経営状況だ。
経営改善への取り組みは？

商工振興費

公営企業

赤 字
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決算 特別委員会
―　質 疑　―

基金とは、町の 貯金 のことです。
　一般会計の基金残高は、令和７年度
末で約 25 億 8,300 万円となり、前
年度に比べ 2,800 万円減少している。
※�令和４年度までは、下水道施設整備基金、農業
集落排水施設整備基金の額を含んでいる。

町債とは町の 借金 のことです。
　一般会計の町債残高は、令和７年
度末で約 70 億 8,500 万円となり、
前年度に比べ５億 3,600 万円減少し
ている。

議 員

町債の約７０億
円の内、交付
税措置される
ものを除いた、
町の実質負担
額は？

執行部

町債の内、約
19億 6,000
万円が実質の
負担額となる。

0
500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000

R3 R4 R5 R6 R7 （年度）

（百万円）
2,844 2,993

2,739 2,611 2,583

4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000
10,000

R3 R4 R5 R6 R7 （年度）

（百万円）

8,558 8,294 8,097
7,621

7,085

基金

町債

◦旧あたご保育園解体・防災公園整備
◦勤労者体育館空調整備
◦道路メンテナンス補助事業

◦中学校体育館空調整備
◦社会資本整備総合交付金事業
◦道路メンテナンス補助事業

《 令和 7年度決算審査における主な　　つのポイント 》
項　　目 主な内容 監査委員としての意見

①普通会計の財政運営 経常収支比率 99.2％、
実質収支比率 0.4％

自主財源の確保、経常的経費の抑制等により財政の弾力
性の確保に努められたい。

②病院事業の経営改善 経営強化プランとの乖離
人件費割合等

経営強化プランの検証を行い、人員配置・組織体制の適
正化を含め、実効性のある経営改善に取り組まれたい。

③�監査指摘事項の改善と�
内部統制

契約事務等は改善
物品管理等は継続課題

物品管理の適正化、管理体制・規定の見直し等により、
内部統制の強化に努められたい。

３
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602万円　増額

300万円

570万円　繰り出し

207万円

児童措置費

住宅管理費

病院施設費

消 防 費

　放課後等デイサービス事業の利用者が昨年
度実績による当初の見込みより増えたため、
扶助費が増加した。（通所給付費など）

　特定公共賃貸住宅（グリーンフォレスト）の
給水設備緊急修繕に要する経費を措置した。

　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付
金を活用した、病院事業会計繰出金の増額。

　令和８年熊本地震に係る被災地支援のため、
職員を派遣する経費を措置した。

　国・県
　　450万円
　一般財源
　　152万円

国　100％

新しくなった給水設備 熊本地震で活動する災害派遣チーム

９月定例会 　令和８年度 補正予算

専　　　決

財 源 財 源
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陳情の審査結果

４人の議員が一般質問に臨みました ！！

件　　　　名 提　出　者 審査結果

① 国道 53号線三田橋信号付近から杉ヶ谷山方面
への道路修復に関する陳情 中山根部落　世話人　萩原　義昭 採　　択

② 町道宇波線の法面修繕に関する陳情書 宇波部落　　区長　　藤森　悟 採　　択

③
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかる
ための、2027 年度政府予算に係る意見書採択
の陳情書

鳥取県教職員組合東部支部 支部長�
　大黒　晃嗣（代表者）�
鳥取県高等学校教職員組合東部支部 支部長�
　川上　貴美

採　　択

■ �陳情書は 定例会が始まる10日前までに提出してください。（土・日・祝日を除く）

　TEL：75-3115
　 gikai@town.chizu.lg.jp
　 次回の定例会は 12月７日から開催する予定です。
　詳しくは、議会事務局にお問い合わせください。

議 員 名　／　質問内容 議 員 名　／　質問内容

大河原　昭洋 
　１．�複業協同組合と「ＣＨＩＰｓ」事業の

現状と今後の展開について
　２．�児童・生徒の学力向上対策について

波多　恵理子 
　１．�まちづくりの方向性について

岡田　光弘 
　１．�大規模災害発生時の対応について

谷口　翔馬 
　１．防災対策について
　2．学校給食について

※ 一般質問の録画を
　 スマートフォンや自宅のパソコン・IP告知端末で見ることができます！

■�スマートフォン・パソコンを
　�使って検索

■ IP 告知端末で視聴
�①ホーム画面➡②次ページ➡③智頭町議会
上記の順番でタッチしてください
「智頭町議会録画放送」の画面が
表示されます。

②次ページをタッチする

智頭町議会録画放送 I
P
告
知
端
末
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新
し
い
防
災
気
象
情
報
や
浸
水

想
定
、コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
踏
ま
え
、

実
際
の
防
災
体
制
と
の
関
連
で
地
域

防
災
計
画
の
ど
こ
を
見
直
す
の
か
。

受
援
体
制
や
情
報
伝
達
の
実
務
は
ど

う
整
え
る
の
か
。
ま
た
孤
立
集
落
対

策
や
個
別
避
難
計
画
を
住
民
と
ど
う

共
有
す
る
の
か
。

　
　

町
長　

次
期
計
画
に
は
最
新
の

災
害
想
定
や
、
新
た
な
課
題
を
順
次

反
映
す
る
。
実
務
に
つ
い
て
は
受
援

計
画
を
反
映
し
、
整
合
性
を
図
り
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
※
）
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
明
確
化
す
る
。

孤
立
集
落
対
策
と
個
別
避
難
計
画
は

訓
練
で
住
民
と
共
有
す
る
方
針
で
あ

る
。

※�

B
C
P

　

 

不
測
の
事
態
に
備
え
る
業
務
継
続
計
画

　
　

避
難
所
の
長
期
運
営
や
要
配

慮
者
へ
の
対
応
、
指
定
管
理
者
と
の

役
割
分
担
を
ど
う
進
め
る
の
か
。
智

頭
病
院
の
患
者
移
送
は
ど
う
備
え
る

の
か
。
ま
た
、
地
震
と
豪
雪
・
豪
雨

な
ど
が
重
な
る
複
合
災
害
を
、
ど
の

よ
う
に
想
定
し
訓
練
す
る
の
か
。

　
　

町
長　

避
難
所
の
課
題
は
指
定

管
理
者
に
再
確
認
す
る
。

　
　
病
院
事
業
管
理
者　
病
院
は
関
係

機
関
連
携
で
患
者
移
送
を
調
整
す
る
。

複
合
災
害
は
、
今
後
机
上
訓
練
等
で

検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
ｓ
事
業
は
、
こ
れ
ま

で
に
２
０
０
万
円
の
公
的
資
金
の
投

入
に
対
し
て
、
約
８
，０
０
０
万
円

の
経
済
効
果
が
出
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
町
民
か
ら
は
実
感
が
あ

ま
り
な
い
と
聞
く
。
新
拠
点
の
ク

レ
ー
ジ
ュ
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
に
も
活
用
で
き
な
い
か
。

　
　

町
長　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
集

う
定
例
会
な
ど
で
、
そ
の
必
要
に
応

じ
て
改
善
を
求
め
た
り
、
有
効
な
利

用
方
法
が
な
い
の
か
と
い
う
協
議
は
、

こ
れ
か
ら
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

２
０
２
６
年
度
の
全
国
学
力

テ
ス
ト
が
公
表
さ
れ
た
。
小
中
学
校

の
教
科
ご
と
の
結
果
分
析
と
、
そ
こ

か
ら
見
え
て
き
た
具
体
的
な
課
題
と

対
策
は
。

　
　
教
育
長　
小
学
校
は
、
国
語
・
算

数
と
も
全
国
平
均
を
下
回
り
、
や
や
苦

戦
気
味
。
中
学
校
は
、
国
語
・
数
学
・

英
語
３
教
科
と
も
全
国
平
均
よ
り
良
い

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
各
教
科
と
も
、

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
問
う

問
題
や
記
述
式
の
問
題
に
強
み
が
あ
る

一
方
で
、
小
・
中
と
も
、
算
数
・
数
学

の
図
形
の
分
野
、
そ
れ
か
ら
国
語
科
で

は
、
知
識
を
問
う
問
題
に
課
題
が
見
ら

れ
た
の
で
授
業
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

大河原 昭洋

雇
用
と
商
い
の
創
出
を

町
長
／�

ま
ち
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む

ＣＨＩＰｓ
事業

岡田　光弘

複
合
災
害
を
想
定
し

　
　
　
　
　
計
画
の
見
直
し
は

病
院
事
業
管
理
者
／
机
上
訓
練
等
で

複
合
災
害
へ
の
対
応
を
検
討

危機管理

一 質般 問

新拠点シェアオフィス「クレージュ」

智頭病院の非常用発電装置

問問

問

問

答

答

答答

答
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大
規
模
災
害
で
断
水
が
発
生

し
た
場
合
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う

な
応
急
給
水
体
制
を
整
え
て
い
る

の
か
。

　
　

町
長　

役
場
庁
舎
や
指
定
避
難

所
、
福
祉
避
難
所
に
給
水
拠
点
を
開

設
し
、
備
蓄
飲
料
水
の
配
布
や
給
水

車
・
仮
設
給
水
タ
ン
ク
に
よ
る
応
急

給
水
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

大
規
模
災
害
時
に
は
、
災
害
時
相
互

応
援
協
定
に
基
づ
き
、
近
隣
自
治
体

や
日
本
水
道
協
会
等
に
給
水
車
の
派

遣
を
要
請
す
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

給
水
拠
点
や
開
設
時
間
は
、
防
災
行

政
無
線
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　

道
路
が
寸
断
さ
れ
、
支
援
が

困
難
と
な
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

各
地
区
に
手
動
式
の
防
災
井
戸
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
生
活
用
水
の

確
保
と
地
域
の
防
災
力
向
上
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

町
長　
新
た
に
井
戸
を
掘
る
こ
と

で
、
周
辺
の
井
戸
の
水
量
に
影
響
す
る

可
能
性
も
あ
る
た
め
、
慎
重
な
検
討
が

必
要
で
あ
る
。
ま
ず
は
現
在
利
用
で
き

る
井
戸
の
状
況
を
調
査
し
、
地
域
に

よ
っ
て
井
戸
の
数
に
偏
り
が
あ
る
こ
と

も
踏
ま
え
、
不
足
す
る
地
域
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
対
応
を
検
討
す
る
。

　
　

本
町
が
目
ざ
す
向
こ
う
10
年

間
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
第
8
次

総
合
計
画
に
つ
い
て
、
現
計
画
か

ら
継
承
す
べ
き
点
と
、
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
点
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
町
長　
加
速
す
る
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
、新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
、

I
T
技
術
や
生
成
A
I
の
進
歩
な
ど
を

加
味
し
た
計
画
に
な
ら
な
い
と
い
け
な

い
が
、
本
町
の
自
然
や
歴
史
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
な
ど
大
切
に
築
い
て
き

た
も
の
は
、
守
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
思
う
。

　
　
今
後
は
従
来
の
人
口
減
少
対
策

に
加
え
、
人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
明

確
な
政
策
の
転
換
が
不
可
欠
と
考

え
る
が
、
町
長
の
目
ざ
す
将
来
像
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
次
期
総
合
計

画
に
い
か
に
反
映
す
る
の
か
。

　
　

町
長　

目
ざ
す
将
来
像
は
住
民

満
足
度
の
高
い
町
を
つ
く
る
こ
と
で
、

こ
れ
は
次
期
総
合
計
画
で
も
施
策
の

柱
に
変
わ
り
は
な
い
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
皆
さ
ん

の
考
え
と
乖か
い

離り

が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
考
え
方
の
上
乗
せ
は
出
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
総
合
計
画
は

年
度
、
時
代
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
、

大
き
な
転
換
が
生
じ
る
こ
と
は
ま
ず

な
い
。

波多 恵理子

め
ざ
す
将
来
像
は

町
長
／�

住
民
満
足
度
の
高
い
町

今後の
まちづくり

谷口　翔馬

手
動
式
防
災
井
戸
の
整
備
を

町
長
／�

状
況
調
査
し
な
が
ら
検
討
す
る

防災力向上

答

答

答

答

問

問 問

問

一 質般 問

町民も参加したワークショップ
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�
日
　
時　
令
和
８
年
６
月
27
日
（
土
）

�

場
　
所　
総
合
セ
ン
タ
ー
情
報
交
流
室

�

参
加
者　
サ
ー
ク
ル
会
員
７
名
・
議
員
３
名

マ
マ
の
本
音
を
聴
く

所
　
感　

　

子
育
て
世
代
の
集
ま
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
率
直
な
意

見
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

育
児
中
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
世
代
で
は
、
赤
ち
ゃ

ん
が
集
ま
る
場
が
少
な
い
の
で
マ
マ
サ
ー
ク
ル
の
育

カ
フ
ェ
を
月
一
度
利
用
し
て
い
て
、
子
育
て
の
問
題

点
を
共
有
し
て
い
る
。

　
独
自
の
夏
ま
つ
り
で
は
、
60
名
位
の
参
加
者
が
あ

る
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
一
人
当
た
り
の
保
険
料
が
町
の

補
助
金
で
は
賄
え
ず
、
少
し
増
額
で
き
な
い
か
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　
数
々
の
問
題
点
、課
題
点
、要
望
が
で
て
き
た
が
、

智
頭
町
の
宝
で
あ
る
子
育
て
世
代
に
対
し
て
の
、
き

め
細
や
か
な
情
報
発
信
が
重
要
課
題
だ
と
感
じ
た
。

�

日
　
時　
令
和
８
年
６
月
15
日
（
月
）

場
　
所　
智
頭
小
学
校
図
書
室

�

参
加
者　
保
護
者
役
員
12
名
・
議
員
３
名

公
園
整
備
は
継
続
課
題
だ
‼

所
　
感　

　

若
い
世
代
の
意
見
を
町
政
に
反
映
す
る
た
め
、

智
頭
小
学
校
保
護
者
役
員
と
議
会
、
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
議
会
で
は
、
高
齢
者
を
中
心
に
ミ
ニ

デ
イ
な
ど
へ
の
参
加
を
通
じ
て
住
民
の
声
を
聴
い

て
き
た
。
今
年
度
は
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、
子

育
て
世
代
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
重
要
と
の
考
え

か
ら
、
智
頭
小
学
校
保
護
者
役
員
12
名
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
公
園
整
備
は
継
続
し
た
課

題
」「
子
育
て
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
窓
口
が
わ
か

ら
な
い
」「
施
設
整
備
だ
け
で
な
く
、
今
い
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
投
資
を
」「
町
か
ら
の
情
報
発
信
を
も

う
少
し
丁
寧
に
お
願
い
し
た
い
」
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
、
ハ
ー
ド
的
な
整
備
よ
り
も
子
育
て
に

関
す
る
ソ
フ
ト
面
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

が
目
立
っ
た
。
ま
た
、高
校
生
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
利
用
で
き
ず
、
保
護
者
が
智
頭
駅
ま
で
送
迎
し

て
い
る
現
状
や
、
子
ど
も
同
士
が
遊
び
、
集
ま
れ

る
場
所
や
移
動
手
段
の
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、「
町
外
に
出
た
若
者
が
将
来
帰
っ
て
こ

ら
れ
る
施
策
」「
若
者
が
わ
く
わ
く
す
る
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
」「
婚
活
や
留
学
支
援
な
ど
、
若
者
の
将

来
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
」
な
ど
、
現
役
の
子
育

て
世
代
の
視
点
で
の
人
口
減
少
を
見
据
え
た
幅
広

い
提
案
が
あ
っ
た
。

　

保
護
者
役
員
会
開
催
前
の
限
ら
れ
た
時
間
で
は

あ
っ
た
が
、
参
加
者
全
員
か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た

だ
い
た
。
今
回
い
た
だ
い
た
率
直
な
声
を
、
今
後
の

議
会
活
動
や
町
政
へ
の
提
言
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

智頭小学校保護者役員との意見交換

報 告 者：岡田光弘副委員長
委 員 長：仲井委員議会広報広聴常任委員会の報告

『
ひ
ま
わ
り
会
』と
の
意
見
交
換
会

（
マ
マ
サ
ー
ク
ル
グ
ル
ー
プ
）

智
頭
小
学
校
保
護
者
役
員
と
の

意
見
交
換
会

～
子
育
て
世
代
の
声
を
町
づ
く
り
に
生
か
す
～
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主
な
質
疑

主
な
質
疑

Ｑ �

ち
え
の
森
ち
づ
図
書
館
の
累
計
来
館
者
数
が
、

ま
も
な
く
30
万
人
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

こ
れ
ま
で
10
万
人
、
20
万
人
の
節
目
に
も
対

応
し
て
き
た
と
思
う
が
、
30
万
人
達
成
時
に

つ
い
て
も
記
念
事
業
な
ど
を
検
討
し
て
い
る

の
か
。

�

30
万
人
達
成
時
に
も
、
10
万
人
、
20
万
人
の

時
と
同
様
に
、
記
念
の
取
り
組
み
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

AＱ �

先
日
の
熊
出
没
時
に
は
、
保
護
者
へ
の
迎
え
の

依
頼
や
警
備
員
の
配
置
な
ど
、
早
急
な
対
応
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
熊
の
出
没
が
全
国
的
に
増

え
る
中
、
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
は
遭
遇
す

る
危
険
性
が
高
い
。
今
後
の
学
校
に
お
け
る
熊

出
没
時
の
対
応
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

�

対
応
し
て
い
る
。
今
後
は
、
他
自
治
体
と
も

情
報
交
換
を
行
い
、
学
校
の
登
下
校
時
な

ど
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
有
効
な
の
か
を
検

討
し
な
が
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
。

AＱ �

今
年
度
、
山
郷
か
ら
ち
づ
保
育
園
へ
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
た
が
、
利
用
者
数

や
現
在
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ち
づ
保
育
園
で
月
・
火
・
金
曜
日
の
週
3
日
開

設
し
て
い
る
。
１
日
当
た
り
の
利
用
者
は
約
4.8

人
で
、
昨
年
度
ま
で
の
約
2.8
人
か
ら
約
1.7
倍

に
増
え
て
い
る
。
利
用
者
か
ら
は
「
近
く
な
っ

て
あ
り
が
た
い
」
と
の
声
や
、
保
育
園
の
様
子

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
点
も
好
評
で
あ
る
。

A

Ｑ �

久
志
谷
の
児
童
館
費
の
工
事
請
負
費
と
し
て

計
上
さ
れ
て
い
る
遊
具
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
遊
具
を
更
新
・
修
繕
す
る
の
か
。

現
在
設
置
し
て
い
る
遊
具
を
す
べ
て
撤
去
し
、

新
た
に
ブ
ラ
ン
コ
と
複
合
型
の
滑
り
台
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

AＱ �

婚
活
無
料
相
談
会
は
「
え
ん
ト
リ
ー
」（
※
）
に

委
託
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
開
催
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
広
報
す
る
の
か
。

�

広
報
ち
づ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
、
情
報

を
発
信
す
る
予
定
で
あ
る
。

A※ �「
え
ん
ト
リ
ー
」 

と
っ
と
り
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

総務常任委員会の報告 報 告 者：谷口翔馬委員長
副委員長：波多　委員：古田、田中、大河原、安道

月
例
委
員
会

月
例
委
員
会

　　

��

所
管
各
課
の
事
業
進
捗
状
況
な
ど

所
管
各
課
の
事
業
進
捗
状
況
な
ど

に
つ
い
て
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

に
つ
い
て
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

7/14

月
例
委
員
会

月
例
委
員
会

9/14

8/18

月
例
委
員
会

月
例
委
員
会

�

こ
れ
ま
で
熊
の
出
没
を
想
定
し
た
対
応
ま
で

は
考
え
て
お
ら
ず
、熊
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
整
備
し
て
い
な
い
。
現
在
は
、熊
が
出
没
し

た
場
合
に
は
今
回
の
よ
う
に
状
況
に
応
じ
て

A

智頭町子育て支援センター
ほほえみ



13　　第 176号 智頭議会だより

民生常任委員会の報告 報 告 者：田中賢委員長
副委員長：仲井　委員：西尾、谷口翔、谷口雅、岡田

主
な
質
疑

主
な
質
疑

Ｑ �

住
宅
耐
震
診
断
の
戸
別
訪
問
を
８
月
か
ら
50

件
訪
問
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
耐
震
化
工

事
に
結
び
つ
け
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ

う
に
思
う
が
。

耐
震
改
修
に
し
て
も
10
万
円
や
20
万
円
で

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
耐
震
化
が
必
要
に

な
っ
て
も
最
終
的
に
予
算
で
の
判
断
に
な
る
。

鳥
取
県
も
３
カ
年
に
限
っ
て
補
助
の
枠
を
拡

大
し
て
い
る
の
で
、
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

AＱ �

敬
老
会
に
７
割
以
上
の
方
が
欠
席
さ
れ
て
い

る
。
各
集
落
の
ミ
ニ
デ
イ
や
百
歳
体
操
な
ど

が
参
加
を
促
す
き
っ
か
け
に
な
ら
な
い
か
。

�

地
域
に
委
託
し
て
い
る
事
業
で
も
あ
り
、
連

絡
調
整
会
で
意
見
を
聞
き
な
が
ら
多
く
の

方
が
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

A

Ｑ �

今
回
配
布
し
た
杉
小
判
金
額
と
利
用
率
９
８
．

６
％
と
い
う
の
は
今
ま
で
と
比
べ
て
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
。

過
去
最
高
の
利
用
率
に
な
っ
て
い
る
。
利
用

で
き
る
店
舗
が
少
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る

の
で
引
き
続
き
様
子
を
見
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

AＱ �

補
正
予
算
に
つ
い
て
有
料
耐
震
診
断
の
増
と

あ
る
が
、
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

新
た
に
相
談
が
あ
り
、
申
請
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
と
い
う
こ
と
か
ら
１
件
分
補
正
要
求

を
す
る
予
定
。

A

Ｑ �

ふ
る
さ
と
整
備
土
木
で
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、

上
限
額
を
試
験
的
に
２
０
０
万
円
を
３
０
０
万

円
に
引
き
上
げ
た
が
、
み
ん
な
で
守
る
む
ら
づ

く
り
基
盤
整
備
事
業
の
上
限
額
の
引
き
上
げ

要
望
は
な
か
っ
た
か
。

�

こ
れ
に
関
し
て
は
要
望
は
な
か
っ
た
。

AＱ �

農
業
振
興
費
の
中
山
間
地
域
を
支
え
る
水
田

農
業
支
援
事
業
補
助
金
の
対
象
は
認
定
農
業

者
に
な
る
の
か
。

必
ず
し
も
認
定
農
業
者
で
あ
る
必
要
は
な

い
。
た
だ
、
面
積
要
件
等
は
あ
る
。

A

月
例
委
員
会

月
例
委
員
会

　　

��

所
管
各
課
の
事
業
進
捗
状
況
な
ど

所
管
各
課
の
事
業
進
捗
状
況
な
ど

に
つ
い
て
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

に
つ
い
て
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

7/14

月
例
委
員
会

月
例
委
員
会

9/11

8/18

月
例
委
員
会

月
例
委
員
会
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期
　
日　
令
和
８
年
８
月
27
日
（
木
）

場
　
所　
（
旧
）
神
下
保
育
園

 　
　
　
　
　
岡
山
市
渋
染
一
揆
資
料
館

参
加
者　
委
員
９
人

目
　
的

 　

�　
江
戸
時
代
末
期
に
岡
山
藩
で
起
こ
っ
た
「
渋
染

一
揆
」に
関
す
る
資
料
館
の
見
学
、講
話
を
通
し
て
、

「
渋
染
一
揆
」の
史
実
や
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
部
落
差
別
を
始
め
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、人
権
尊
重
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、議
会
人
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
。

講
　
師　
岡
山
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
中
原　
淳
一
氏

　
　

暴
力
を
用
い
な
い

　
　
　
　
　
不
当
な
差
別
と
の
闘
い

所
　
感

 　

�　
「
渋
染
一
揆
」
と
は
幕
末
の
１
８
５
６
年
１
月
か

ら
６
月
ま
で
の
半
年
間
、
岡
山
藩
の
差
別
政
策
に

対
し
て
当
時
皮
多
身
分
と
さ
れ
た
人
々
が
平
等
思

想
に
基
づ
き
強
訴
と
い
う
手
段
で
闘
っ
た
画
期
的

な
一
揆
で
あ
る
。
財
政
難
に
苦
し
ん
で
い
た
岡
山

藩
が
、
倹
約
令
と
と
も
に
被
差
別
民
に
対
し
て
衣

服
を
「
無
地
の
渋
染
か
藍
染
」
に
限
定
し
、
紋
付

の
着
用
を
禁
ず
る
不
当
な
通
達
を
出
し
た
こ
と
に

対
し
、
領
内
53
の
村
か
ら
約
１
，５
０
０
人
が
団

結
し
、
暴
力
を
用
い
ず
に
嘆
願
書
を
提
出
し
て
差

別
条
項
の
撤
回
を
求
め
た
。
結
果
、
指
導
者
12

名
が
投
獄
さ
れ
、
の
ち
に
半
数
が
獄
死
す
る
な
ど

犠
牲
者
を
出
し
た
が
、
藩
側
と
の
交
渉
の
末
に
要

求
を
認
め
さ
せ
、
不
当
な
法
令
を
事
実
上
空
文

化
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。「
渋
染
一
揆
」
は

単
な
る
昔
の
暗
い
差
別
の
歴
史
で
は
な
く
、「
人

間
と
し
て
の
誇
り
（
尊
厳
）
を
か
け
て
、
知
恵
と

団
結
で
未
来
を
切
り
開
い
た
歴
史
」
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。

 　

�　
実
際
に
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
、
当
時
の
状
況
や

一
揆
に
参
加
し
た
人
々
の
思
い
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

で
、そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
た
一
人
ひ
と
り
の
生
活
、

差
別
に
対
す
る
苦
し
み
や
、そ
れ
を
変
え
よ
う
と
す

る
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
知
っ
た
。
ま
た
、

当
時
の
人
々
が
自
分
た
ち
の
権
利
尊
厳
を
守
る
た

め
に
行
動
し
た
こ
と
は
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち

に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
感
じ
た
。

 　

�　
今
回
の
視
察
を
通
じ
て
、
人
権
問
題
に
つ
い
て

は
、
制
度
や
数
字
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
歴

史
に
目
を
む
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
学
ん
だ
。
議

会
に
お
い
て
も
改
め
て
過
去
の
差
別
の
歴
史
を
正

し
く
理
解
し
、
そ
の
教
訓
を
現
在
の
人
権
施
策
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
学
び
を
議
会

活
動
に
活
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
い
き
た
い
。

渋染一揆資料館で説明を受ける

渋染一揆記念碑の前

同和問題調査特別委員会の報告 報 告 者：波多恵理子委員長
副委員長：仲井　茎　委員：全議員

視
察
研
修

「 

渋
染
一
揆
に
学
ぶ 

」  
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鳥
取
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

■ 
期　
日　
令
和
８
年
７
月
６
日
（
月
）

■ 

場　
所　
東
伯
郡
三
朝
町
「
渓
泉
閣
」

■ 

参
加
者　
広
報
担
当
委
員
5
人

■ 

演　
題

　
「�

読
ま
れ
る
議
会
広
報
紙
に
な
る
た
め
の
議
会
広
報

ク
リ
ニ
ッ
ク
」

■ 

講　
師

　
中
本　
正
樹
氏
（
一
社
）
日
本
経
済
協
会

■ 

概　
要

　
①
議
会
だ
よ
り
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
②
全
国
入
賞
常
連
の
事
例

　
③
各
議
会
だ
よ
り
個
別
ク
リ
ニ
ッ
ク

■ 

目　
的

　

�　

住
民
と
議
会
と
の
意
見
の
疎
通
を
図
り
、
相
互

信
頼
を
養
う
た
め
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
町
村
議
会
広
報
紙
の
、一
層
の
充
実
並
び
に
編
集

技
術
の
向
上
の
た
め
。

■ 

所　
感

　

�　

講
師
に
中
本
正
樹
氏
を
迎

え
、
意
見
交
換
を
取
り
入
れ
な

が
ら
聴
講
し
た
。
本
町
の
議
会

だ
よ
り
の
講
評
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
研
鑽
を
積
ん
で
い

き
た
い
。

鳥
取
県
町
村
議
会
女
性
議
員
研
修
会

■ 

期　
日　
令
和
8
年
7
月
29
日
（
水
）

■ 

場　
所　

�

鳥
取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町�

「
国
民
宿
舎　
水
明
荘
」

■ 

参
加
者　
仲
井　
茎
・
波
多 

恵
理
子

■ 

講　
師

　

 

第
一
部　

�

西
村　
学
氏　
　
山
口　
功
氏�

�

鳥
取
県
教
育
委
員
会
事
務
局 

生
徒
支
援
・

教
育
セ
ン
タ
ー 

指
導
主
事 

　

 

第
二
部　

�

渡
辺　
太
樹
氏�
�（

一
社
）
地
方
公
共
団
体
政
策
支
援
機
構

理
事 

■ 

所　
感　

　
�　

一
部
で
は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
利
用
状
況
、

県
内
の
不
登
校
児
童
の
現
状
と
学
習
支
援
環
境
、

不
登
校
児
童
の
減
少
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
う
か
が
っ
た
。
数
年
の
間
で
生
徒
に
寄
り
添
っ
た

対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
不
登
校
児
童
が
増
加
し
て
い
る
現
状
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
れ
ば
よ
い
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

�　
二
部
で
は
、「
議
会
が
行
う
べ
き
予
算
審
査
／
審

議
に
つ
い
て
」
学
ん
だ
。
成
果
視
点
で
の
決
算
の

あ
り
方
を
、
今
後
行
わ
れ
る
決
算
審
議
の
中
で
生

か
し
て
い
き
た
い
。

　

人
権
尊
重
社
会
を
実
現
す
る
鳥
取
県
研
究
集
会

■ 

期　
日　
令
和
８
年
8
月
4
日
（
火
）

■ 

場　
所　

�

鳥
取
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

鳥
取
市
人
権
交
流
プ
ラ
ザ

■ 

参
加
者　
仲
井　
茎
・
波
多 

恵
理
子

■ 

演　
題

　

 

Ⅰ
全
体
会
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
」

　

 

Ⅱ
分
科
会

　

 　
第
１
分
科
会
（
１
．社
会
教
育
関
係
団
体
・
N
P
O
等
）

　

 　
第
２
分
科
会
（
１
．就
学
前　

２
．高
等
学
校
）

　

 　
第
３
分
科
会
（
１
．あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
）

■ 

目　
的

　

�　
人
権
尊
重
の
社
会
の
実

現
に
向
け
て
研
修
を
深
め

る
た
め
。

■ 

所　
感　

　

�　

全
体
会
で
は
、
認
知
症

本
人
大
使
の
藤
田
和
子
さ

ん
よ
り
、
経
験
を
も
と
に

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
」

の
実
現
に
向
け
て
尽
力
さ

れ
て
い
る
お
話
を
う
か

が
っ
た
。
分
科
会
で
の
報
告
も
受
け
、
差
別
し
な

い
だ
け
で
な
く
差
別
を
無
く
す
た
め
の
活
動
の
在

り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

研・修・会　
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今
年
の
夏
は
、
気
温
40
度
を
超
え
る

酷
暑
日
と
い
う
新
語
が
登
場
し
ま
し
た
。

７
月
に
は
熊
本
地
震
が
発
生
し
、
８
月
に

は
線
状
降
水
帯
が
多
発
す
る
な
ど
、
自

然
災
害
が
各
地
で
相
次
い
で
起
こ
る
激
動

の
年
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
に
入
り
、
朝
夕
は
少
し
涼
し
く

な
り
過
ご
し
や
す
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
皆
様
も
体
調
管
理
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
９
月
議
会
は
、
予
算
に
対
し
て

の
決
算
審
議
を
行
う
重
要
な
定
例
会
で

す
。
そ
の
内
容
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
よ

う
な
紙
面
作
り
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
よ
り
見
や
す
く
親
し
み
や
す
い
紙

面
作
り
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
安
道
）

編　
　
集　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
仲
井　
　
茎

　
以
下
議
員
一
同

発
行
責
任
者　
議
長　
安
道　
泰
治

発行：鳥取県八頭郡智頭町議会　TEL/FAX：0858-75-3115
　　　メールアドレス：gikai@town.chizu.lg.jp

光
パ
ネ
ル
の
よ
う
な
現
代
の
大
規

模
開
発
に
対
し
、
景
観
条
例
に

何
の
規
定
も
な
い
た
め
に
住
民
が

泣
き
寝
入
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
は

じ
め
希
少
生
物
の
生
息
環
境
を

政
策
に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
こ

と
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
限

ら
ず
、
弱
い
立
場
に
あ
る
者
の

声
を
活
か
し
、
少
数
者
を
生
ま

な
い
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
が
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
の
町
政
に
は
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

や
り
と
り
を
基
盤
に
維
持
さ
れ
る

社
会
生
活
と
、
文
字
・
法
・
貨

幣
と
い
っ
た
間
接
的
な
や
り
と
り

を
基
盤
に
し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
維
持
さ
れ
る
社
会
生
活
を
区

別
し
ま
し
た
。
人
口
減
が
加
速

し
、
住
民
同
士
が
ど
ん
ど
ん
顔

の
見
え
る
関
係
に
な
り
ゆ
く
智

頭
町
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
こ
と

も
あ
る
は
ず
で
す
。
例
え
ば
、

既
存
の
シ
ス
テ
ム
で
少
数
者
と
さ

れ
て
き
た
者
た
ち
の
リ
ア
ル
な
不

安
・
不
満
を
掬
い
上
げ
て
、
新
た

な
社
会
生
活
の
創
出
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
で
す
。
 

少
数
者
を
生
ま
な
い
町

　
既
存
の
常
識
で
は
、「
お
か
し
い
」

「
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
に
こ
そ
、
新
た
に
人
を
呼

び
込
み
、
町
の
未
来
を
立
て
直

す
可
能
性
も
宿
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
わ
た
し
が
見
聞
し
た
範
囲

で
も
、
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
に
通
う
一
部
の
子
ど
も
た
ち
に

は
公
立
学
校
と
同
じ
出
席
扱
い

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
太
陽

　

昨
年
度
末
、
智
頭
町
主
催
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席
し
ま
し

た
。
町
の
未
来
像
も
示
さ
れ
な

い
ま
ま
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
減
ら

さ
れ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
内
容

で
、
一
町
民
と
し
て
不
安
を
覚

え
ま
し
た
。
人
口
減
に
伴
う
懐

事
情
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
最
低

限
の
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
だ
け

の
無
難
な
町
に
な
っ
て
も
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
移
住
者
か
ら
す
る

と
、
智
頭
町
に
は
林
業
景
観
を

は
じ
め
多
く
の
可
能
性
が
あ
る
の

に
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

 

顔
の
見
え
る
関
係

　

人
類
学
者
の
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト

ロ
ー
ス
は
、
一
人
一
人
の
顔
が

見
え
る
つ
な
が
り
、
対
面
的
な

人口減の町だからこそ、少数者を生まない町に
稲津　秀樹 さん（智頭地区）

町民の声

編
集
後
記

稲
津
　
秀
樹

稲
津
　
秀
樹  

さ
ん
さ
ん


